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近
年
、
生
物
多
様
性
の
保
全
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
に
お

い
て
は
、
森
林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環

境
の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
遺
伝
資
源

の
保
存
等
を
目
的
に
、
保
護
林
を
各
地
に

設
け
て
い
ま
す
。

保
護
林
制
度
は
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
法
（
大
正
８
年
）
や
国
立
公
園
法
（
昭

和
６
年
）
に
先
駆
け
て
大
正
４
年
に
発
足

し
、
平
成
元
年
に
再
編
・
拡
充
さ
れ
た
国

有
林
独
自
の
仕
組
み
で
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
１
５

６
ヵ
所
、
20
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
管
内
国
有

林
野
面
積
の
17
％
に
相
当
）
を
保
護
林
と

し
て
い
ま
す
（
表
参
照
）
。
こ
の
う
ち
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
我
が
国
の
主

要
な
森
林
帯
を
代
表
す
る
原
生
的
な
天
然

林
等
の
区
域
で
あ
っ
て
一
定
規
模
の
も
の

を
対
象
と
し
て
お
り
、
飯
豊
山
周
辺
、
利

根
川
源
流
部
・
燧
ヶ
岳
、
奥
会
津
、
小
笠

原
諸
島
等
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
植
物
群
落
保
護
林
は
、
地
域
の

自
然
を
代
表
し
保
護
が
必
要
な
群
落
や
歴

史
的
・
学
術
的
価
値
の
あ
る
個
体
の
保
護

を
目
的
に
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
、
ス
ギ
な
ど
多
く
の
種
・
地
域
で
設

定
し
て
い
ま
す
。

保
護
林
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
遷
移

途
中
の
植
物
群
落
を
保
護
対
象
と
す
る
も

の
は
、
そ
の
現
状
維
持
に
必
要
な
森
林
施

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
し
て
い

る
ほ
か
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
た
め
に

必
要
な
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
人
為

を
加
え
ず
、
自
然
の
推
移
に
委
ね
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
林

は
時
間
と
と
も
に
生
長
・
枯
死
す
る
植
物

が
主
た
る
構
成
要
素
で
あ
り
、
的
確
な
保

護
の
た
め
に
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
順

応
的
な
管
理
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
例
え
ば
、
近
年
、
各
地
で
シ
カ

に
よ
る
樹
皮
は
ぎ
や
ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
し

て
い
る
ほ
か
、
人
の
踏
み
つ
け
に
よ
る
影

響
や
保
護
対
象
種
の
次
世
代
の
更
新
が
懸

念
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の

対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
小
笠
原
で
は
、
外
来
生
物
に
よ

り
固
有
の
生
態
系
に
大
き
な
影
響
が
生
じ

て
お
り
、
外
来
種
の
駆
除
を
計
画
的
に
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度

よ
り
、
保
護
林
の
現
状
を
把
握
し
て
設
定

目
的
に
照
ら
し
た
評
価
を
行
い
、
き
め
細

か
な
保
全
・
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
、

「
保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
進
め

て
い
ま
す
。
調
査
項
目
は
保
護
林
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
植
生
、
動
物
、

利
用
動
態
等
に
つ
い
て
各
種
資
料
と
現
地

に
お
け
る
調
査
を
行
い
、
今
後
の
課
題
を

検
討
・
整
理
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
森
林
生
態
系
は
多
岐
に
わ
た

る
要
素
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
広
域
に
わ
た

る
区
域
を
詳
細
か
つ
網
羅
的
に
把
握
す
る

こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
り
、
調
査
の
進
め

方
や
取
り
ま
と
め
方
法
に
も
課
題
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
効
率
的
な
デ
ー
タ
把
握
や

的
確
な
評
価
手
法
を
確
立
し
つ
つ
、
保
護

林
の
設
定
目
的
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
保

全
・
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
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自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
、
企

画
運
営
会
議
の
開
催

２
月
８
日
（
日
）
、
み
な
か
み
町
役
場

新
治
支
所
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
第
２

回
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
成
果
を
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
、
（
財
）
日
本

自
然
保
護
協
会
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
関
東
森

林
管
理
局
な
ど
の
関
係
者
一
同
へ
報
告
し
、

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
「
赤
谷
の
森
」
の
森
林
と
し

て
の
歴
史
、
植
生
管
理
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や

猛
禽
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
各
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
成
果
、
南
ヶ
谷
湿

地
の
調
査
な
ど
に
つ
い
て
、
各
担
当
者
及

び
び
サ
ポ
ー
タ
ー
が
報
告
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
19
日
（
木
）
、
み
な
か
み

町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度

第
２
回
企
画
運
営
会
議
が
開
催
さ
れ
、
各

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
毎
に
短
期
目
標
を

設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果

は
こ
の
地
域
に
お
け
る
国
有
林
野
の
取
扱

い
に
つ
い
て
定
め
る
次
期
地
域
管
理
経
営

計
画
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

環
境
教
育
へ
の
取
組

１

新
治
小
学
校
で
の
環
境
教
育
の
実
施

昨
年
秋
、
地
元
小
学
生
に
旧
三
国
街
道

で
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
設
置
の
実
習
を
行
い

ま
し
た
が
（
「
関
東
の
森
林
か
ら
」
第
57

号
参
照
）
、
２
月
12
日
（
木
）
、
新
治
小

学
校
に
お
い
て
、
そ
の
撮
影
結
果
を
交
え

て
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
説
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
身
の
回
り
の
森

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

２

「
赤
谷
の
森
」
自
然
散
策
会
の
開
催

２
月
15
日
（
日
）
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
主

催
で
「
赤
谷
の
森
」
自
然
散
策
会
を
一
般

の
方
々
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
冬
の
「
赤
谷
の
森
」
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
関
東
森
林
管
理
局
Ｏ
Ｂ
の
長

島
氏
が
冬
芽
の
見
分
け
方
を
解
説
し
た
後
、

「
い
き
も
の
村
」
で
冬
の
森
の
様
子
を
観

察
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
一
見
何
も
な
い
冬

の
森
で
も
変
化
に
富
ん
だ
面
白
さ
が
あ
る

こ
と
に
感
動
し
た
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

３

新
治
中
学
校
の
総
合
学
習
へ
の
協
力

３
月
６
日
（
金
）
、
新
治
中
学
校
で
行

わ
れ
た
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
環
境
教
育
・
関

東
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
０
８
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
」

で
も
地
元
住
民
の
周
囲
の
森
林
や
里
山
の

歴
史
に
つ
い
て
の
関
心
が
低
い
と
の
問
題

提
起
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
（
「
関
東

の
森
林
か
ら
」
第
58
号
参
照
）
、
今
後
も

地
域
や
地
元
教
育
機
関
等
と
連
携
し
て
環

境
教
育
へ
の
取
組
を
進
め
、
長
期
的
に
は

地
元
住
民
に
地
域
の
歴
史
や
森
林
に
つ
い

て
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４

高
原
千
葉
村
自
然
教
室
指
導
者
講
習

会
の
開
催

３
月
17
日
（
火
）
、
「
い
き
も
の
村
」

で
千
葉
市
高
原
千
葉
村
職
員
と
千
葉
市
の

中
学
校
の
先
生
を
対
象
に
、
自
然
教
室
指

導
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
赤
谷
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
「
い
き
も
の
村
」

で
の
自
然
体
験
教
育
の
ね
ら
い
・
教
材
・

進
め
方
な
ど
を
紹
介
し
、
千
葉
森
林
管
理

事
務
所
と
上
下
流
連
携
（
「
関
東
の
森
林

か
ら
」
第
52
号
参
照
）
、
し
た
千
葉
市
の

中
学
生
を
対
象
と
す
る
環
境
教
育
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

（
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

（３）平成２１年 ４月 １日 関東森林管理局 第 ６１号

赤
谷
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ク
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猛禽類モニタリングＷＧの報告

冬芽の見分け方を解説

センサーカメラの結果を解説



当
森
林
事
務
所
は
、
狩
野
川
が
流
れ
る

静
岡
県
東
部
の
伊
豆
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
伊
豆
市
（
旧
天
城
湯
ヶ
島
町
）

に
あ
り
約
２
，
９
０
０
㌶
の
国
有
林
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

部
内
に
は
「
天
城
山
太
郎
杉
」
や
「
滑

沢
渓
谷
」
を
は
じ
め
、
「
浄
蓮
の
ハ
イ
コ

モ
チ
シ
ダ
」
「
茅
原
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
」
「
本
谷
お
礼
杉
」
「
ハ
丁
池
」
な
ど

貴
重
な
自
然
、
植
物
な
ど
が
数
多
く
、
ま

た
、
伊
豆
市
の
観
光
名
所
で
も
あ
る
「
浄

蓮
の
滝
」
「
旧
天
城
山
隧
道
」
な
ど
も
あ

り
、
四
季
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。「

天
城
山
太
郎
杉
」
は
、
樹

齢
が
推
定
４
５
０
年
以
上
、
高

さ
53
ｍ
、
幹
周
り
１
３
．
６
ｍ

で
静
岡
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
伊
豆
半
島
を

代
表
す
る
ス
ギ
の
大
木
で
長
年

風
雪
に
耐
え
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
の
姿
は
周
り
の
樹
木
を
圧
倒

し
、
『
森
の
巨
人
た
ち
１
０
０

選
』
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

太
郎
杉
に
は
滑
沢
渓
谷
（
天

城
山
を
源
と
す
る
本
谷
川
の
支

流
で
伊
豆
最
大
の
安
山
岩
の
一

枚
岩
の
上
を
清
流
が
流
れ
る
渓

谷
）
入
口
か
ら
、
遊
歩
道
を
渓

谷
沿
い
に
歩
く
か
、
も
し
く
は

林
道
で
行
く
事
が
で
き
、
気
軽

に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
「
八
丁
池
」
は
標
高

１
，
１
７
０
ｍ
に
あ
る
天
城
火

山
の
火
口
湖
で
、
池
の
周
囲
が

八
丁
（

約
８
７
０
ｍ
）
あ

る
こ
と
か
ら
そ
の
名
前
が

付
い
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
、

池
の
周
囲
を
ス
ズ
タ
ケ
が

覆
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

別
名
ア
オ
ス
ズ
の
池
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

八
丁
池
の
周
囲
の
ブ
ナ
林

は
典
型
的
な
太
平
洋
型
の

ブ
ナ
林
と
さ
れ
、
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
や
カ
エ
デ
な
ど
と
混
交

し
て
お
り
、
貴
重
な
生
態

系
、
景
観
を
備
え
て
い
る

こ
と
か
ら
ブ
ナ
群
落
保
護

林
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
10
月
に
は
、
八
丁
池
ブ
ナ
群
落

保
護
林
観
察
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
貴

重
な
ブ
ナ
林
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

部
内
は
、
ほ
ぼ
全
域
保
安
林
に
指
定
さ

れ
、
国
立
公
園
特
別
保
護
地
を
は
じ
め
、

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多

く
、
沢
山
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
が
国

有
林
内
に
あ
り
、
入
林
者
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
と
景
観
に
配
慮

し
た
施
業
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
基
幹
作
業
職
員
２
名
と
共
に
事
業
を

実
行
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
食
害
が
著
し
く
、
そ
の
対
策
と
し

て
設
置
し
た
防
護
柵
を
維
持
す
る
た
め
の

点
検
・
修
理
が
事
業
の
多
く
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
の
防
護
柵
を
設
置
し
た
植

林
地
に
、
野
兎
の
被
害
が
出
始
め
、
せ
っ

か
く
順
調
に
育
ち
は
じ
め
た
苗
木
に
被
害

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
野
兎
対
策
と
し
て

忌
避
剤
の
散
布
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

効
果
が
長
続
き
し
な
い
た
め
苦
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

部
内
に
は
貴
重
な
自
然
環
境
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
今
後
も
適
切
に
保

存
し
つ
つ
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
で
成
果

の
あ
る
業
務
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

平成２１年 ４月 １日 関東森林管理局 第 ６１号（４）
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森
林
に
親
し
み
、
森
林
か
ら
学
び
自
然

の
な
か
で
、
た
く
さ
ん
の
命
に
出
会
い
、

自
然
の
不
思
議
に
気
づ
き
、
自
然
の
仕
組

み
、
生
き
る
力
を
学
び
ま
す
。

私
た
ち
「
も
り
の
案
内
人
」
と
、
一
緒

に
森
林
の
中
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
森

林
の
不
思
議
を
見
て
、
手
で
さ
わ
っ
て
、

に
お
い
を
か
い
で
、
森
林
の
声
に
耳
を
傾

け
て
下
さ
い
。
森
林
の
中
で
は
た
く
さ
ん

の
動
・
植
物
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
世
界

に
ひ
と
つ
し
か
な
い
作
品
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
材
料
は
除
伐
、
間
伐
材
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
豊
か
な
森
林
を
育
て
る
た
め
に
、

森
林
整
備
や
植
樹
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。森

林
づ
く
り
や
自
然
観
察
会
を
通
し
て
、

多
く
の
方
々
と
一
緒
に
森
林
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
く
森
林
学
習
の
協
力
者
で
す
、

と
声
高
ら
か
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
、

も
り
の
案
内
人
で
す
。

さ
て
、
「
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の
会
」

と
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
も
り
の
未

来
の
あ
り
方
を
考
え
、
も
り
と
共
生
す
る

自
然
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
団
体
で
す
。

平
成
９
年
度
よ
り
福
島
県
が
実
施
し
て

い
る
「
案
内
人
養
成
講
座
」
を
修
了
し
県

知
事
か
ら
認
定
さ
れ
た
者
を
中
心
に
組
織

す
る
団
体
で
あ
り
、
平
成
19
年
４
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
得
、
一
層
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
小
中
高
学
校
の
森
林
環
境
学
習

を
は
じ
め
、
公
民
館
等
の
生
涯
学
習
、
企

業
か
ら
の
依
頼
を
も
受
け
、
毎
年
２
万
人

を
超
え
る
方
々
と
、
自
然
体
験
を
通
し
て
、

人
も
自
然
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
は
会
の
宣
伝
で
あ
り
、
「
手

前
み
そ
」
で
す
が
、
最
近
森
林
の
中
に
入
っ

て
感
じ
る
こ
と
は
、
自
分
が
好
き
だ
か
ら

一
生
懸
命
に
自
然
解
説
だ
け
で
よ
い
の
か
。

木
の
名
前
、
花
の
名
前
と
そ
の
話
題
、

今
日
は
楽
し
か
っ
た
だ
け
で
、
本
当
の
も

り
の
案
内
だ
っ
た
か
、
本
当
の
森
林
と
は

何
だ
ろ
う
、
自
然
と
は
何
か
基
本
が
一
つ

二
つ
と
抜
け
落
ち
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、

何
故
ブ
ナ
の
木
か
、
ブ
ナ
科
の
ブ
ナ
の
木

と
同
じ
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
そ
の
他
仲
間
の
木

が
あ
る
が
、
ど
う
し
て
差
別
さ
れ
る
の
か
、

同
じ
落
葉
高
木
樹
で
あ
る
。
杉
、
檜
は
花

粉
症
の
原
因
と
ば
か
り
に
敵
役
で
あ
る
が

こ
の
木
が
な
い
と
家
も
建
た
な
い
。

こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
、
理
解
す
る
た

め
の
動
機
付
け
に
昨
年
よ
り
国
有
林
野
保

護
監
視
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
案
内
の
つ
い
で
に
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
で
な
く
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

目
的
に
入
山
す
る
と
、
森
林
の
見
る
目
の

違
い
に
、
ふ
と
気
付
い
た
新
し
い
発
見
だ

と
気
付
い
た
の
に
は
、
驚
い
て
い
る
。

木
を
切
る
な
、
手
を
入
れ
る
な
、
伐
れ
、

手
を
入
れ
ろ
と
少
々
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
昨

今
で
あ
る
が
、
物
と
し
て
み
る
森
林
と
人

の
心
で
見
る
森
林
の
区
別
で
き
る
自
分
に

期
待
し
て
、
明
日
も
森
林
の
中
に
多
く
の

方
々
と
笑
顔
で
案
内
人
と
監
視
員
の
役
割

に
励
み
た
い
。

（５）平成２１年 ４月 １日 関東森林管理局 第 ６１号
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グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
２
０
０
９

「
み
ん
な
の
未
来
の
た
め
、
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
！
森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
日

平
成
21
年
４
月
25
日
（
土
）

実
施
場
所

関
東
森
林
管
理
局

詳
し
く
は
左
記
に
お
電
話
を

関
東
森
林
管
理
局
指
導
普
及
課

０
２
７
‐
２
１
０
‐
１
１
７
５

下
越
森
林
管
理
署
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

住
所
・
電
話
番
号
に
は
変
更
が
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
同
署
の
川
東
森
林
事
務
所
が

左
記
（
同
署
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

新
住
所

〠
９
５
７
‐
０
０
５
２

新
潟
県
新
発
田
市
大
手
町

４
丁
目
４
番
１
５
号

電
話
番
号
０
２
５
４
‐
２
２
‐
９
９
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
４
‐
２
２
‐
９
９
２
２

谷
川
岳
が
、
首
都
圏
か
ら
夜
行
日
帰
り

登
山
が
可
能
な
山
域
と
し
て
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
６
年
の
上
越
線
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
始
ま
り
ま
す
。

昭
和
35
年
に
は
、
土
合
か
ら
天
神
平
に

至
る
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
完
成
し
、

ス
キ
ー
客
や
家
族
連
れ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客

も
増
え
、
更
に
は
、
昭
和
60
年
に
関
越
高

速
道
路
（
練
馬
～
長
岡
間
）
が
全
線
開
通

す
る
な
ど
、
ア
ク
セ
ス
の
便
利
さ
か
ら

「
近
く
て
良
き
山
」
と
言
わ
れ
、
四
季
を

通
じ
て
登
山
者
や
観
光
客
を
迎
え
入
れ
て

い
ま
す
。

年
間
入
込
客
数
も
２
９
．
８
万
人
（
19

年
度
登
山
者
４
万
人
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
利

用
客
２
５
．
８
万
人
）
を
超
え
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
谷
川
岳
は
、
ト
マ
の
耳

（
１
，
９
６
３
㍍
）
、
オ
キ
の
耳
（
１
，

９
７
７
㍍
）
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
頂
上
か

ら
な
り
、
沼
田
市
方
面
か
ら
見
る
双
耳
峰

は
大
変
美
し
い
山
並
と
し
て
望
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。

谷
川
岳
で
も
特
に
、
白
毛
門
～
朝
日
岳

～
谷
川
岳
を
馬
蹄
形
に
結
ん
だ
山
域
の
、

湯
桧
曽
川
を
挟
ん
で
東
面
と
呼
ば
れ
る
マ

チ
ガ
沢
や
衝
立
岩
の
あ
る
一
の
倉
沢
を
始

め
と
す
る
区
域
に
は
、
氷
河
期
の
浸
食
や

雪
崩
等
で
浸
食
さ
れ
た
急
峻
な
ス
ラ
ブ

（
一
枚
岩
）
や
大
岩
壁
群
が
そ
び
え
立
ち
、

剣
岳
や
穂
高
岳
と
と
も
に
日
本
三
大
岩
場

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
一
の
倉
沢
衝
立
岩
を
始
め
と
す

る
岩
壁
に
挑
む
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー
が
数

多
く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
滑
落
、
転
落
及

び
雪
崩
等
に
よ
る
遭
難
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

そ
の
九
割
が
10
代
か
ら
20
代
の
若
者
達

で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
、
谷
川

岳
の
気
象
変
化
の
激
し
さ
も
あ
り
、
現
在

ま
で
に
７
９
０
余
名
の
登
山
者
が
命
を
落

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
谷
川
岳
は
「
魔

の
山
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
精

神
を
刺
激
し
て
止
ま
な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る

山
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
谷
川
岳
を
管
轄
す
る
利
根
沼
田
森

林
管
理
署
で
は
、
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、

谷
川
岳
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー
、
肩
の
小
屋

等
の
施
設
敷
及
び
案
内
標
識
板
等
の
敷
地

等
を
登
山
者
や
観
光
客
の
安
全
と
便
宜
を

図
る
た
め
貸
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
か
ら
10
月
の
金
曜
日
を
含

む
週
末
は
、
水
上
森
林
事
務
所
を
基
地
と

し
て
、
土
合
か
ら
天
神
尾
根
や
一
の
倉
沢

の
出
合
い
ま
で
、
一
般
募
集
し
た
グ
リ
ー

ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
４
名
に
よ
り
、
観
光

客
や
登
山
者
に
「
手
作
り
し
お
り
」
等
を

配
り
な
が
ら
、
谷
川
岳
の
自
然
の
魅
力
の

Ｐ
Ｒ
等
も
か
ね
て
森
林
環
境
美
化
の
指
導

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
「
日
本
百
名
山
」
の
一
つ
で

あ
る
「
谷
川
岳
」
を
「
国
民
の
森
林
」
と

し
て
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
広
報
連
絡
官
）
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